
本章のおもな明細書記載ポイント
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・ブリッジの病名は，ブリッジの装置ごとに記載する．
・ 部位は支台歯も含めた部位を，病名は「欠損」と記載し，支台歯を○で囲む．したがって，支台歯が

う蝕症等に罹患している場合は，部位は重複して傷病名を記載する．
・ ブリッジの対合歯が挺出しており咬合調整を必要とする場合は，病名を「挺出歯」として記載する．
・ 健全歯を支台としてブリッジを製作するにあたり，なんらかの理由により健全歯に対し抜髄処置を必

要とした場合は，当該歯を◎で囲む．
・ 欠損でない 1 歯相当分の間隙のある補綴は，間隙を欠損とみなした傷病名とし，当該部位に△を記載

する．（例）③△④ MT
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歯冠修復及び欠損補綴「その他」欄
・ 接着ブリッジの装着を行った場合の装着料は，加算を合算した点数および回

数を記載する．
・ 接着冠を算定した場合は，点数の請求は所定欄で行い，当該支台歯の部位お

よび接着冠を記載する（「傷病名部位」欄から明らかに特定できる場合は省
略可）．14K 金合金を用いた金属歯冠修復を算定する場合も同様に部位を記
載する．

　（例）接着冠部位： 44
・ 所定の記載欄がない補綴物を算定する場合は，部位および名称を記載する
（「傷病名部位」欄から明らかな場合は部位は省略可）．

・ 生活歯歯冠形成を行い，薬剤（歯冠修復および欠損補綴）を算定する場合は，・ 生活歯歯冠形成を行い，薬剤（歯冠修復および欠損補綴）を算定する場合は，
その医薬品名，規格・単位（％，mL または mg 等）および使用量を記載する．その医薬品名，規格・単位（％，mL または mg 等）および使用量を記載する．
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　　　随時改定対象（令和 8 年 6 月現在）

MMG　ChBMMG　ChB

・ 顎運動関連検査は，点数の請求は所定欄で行い，実施し
た検査名を「X 線・検査」の「その他」欄に記載する．
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※ 「摘要」欄記載事項については，「本章のおもな
明細書記載事項・記載例（本誌 556 頁）」を参
照のこと．
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歯技連1  歯技連1  6060×　　歯技連2  ×　　歯技連2  8080×　　　×　　　
14K 14K 2977・・3733×　　内面処理加算1  ×　　内面処理加算1  110110×　　×　　
接着ブリッジ装着 接着ブリッジ装着 150150・・195195×　　補綴隙 ×　　補綴隙 6565×　×　



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

■検 査
顎運動関連検査（1 装置につき 1 回） ❶ 所定欄 △

■処 置
咬合調整 ❸
　�1 歯以上 10 歯未満／10 歯以上 所定欄

○

象牙質レジンコーティング（1 歯につき） ❷

■歯冠修復及び欠損補綴
補綴時診断料（1 装置につき）
　補綴時診断（新製の場合） ❹

所定欄

　　歯科技工士連携加算 1 ／歯科技工士連携加算 2
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄
歯技連 1-2 ○

歯冠形成（1 歯につき）
　生活歯歯冠形成（金属冠／非金属冠） �
　失活歯歯冠形成（金属冠／非金属冠） �
　　ブリッジ支台歯形成加算 ��
　窩洞形成（複雑なもの） ❺ 所定欄

印象採得　欠損補綴（1 装置につき）
　ブリッジ
　　支台歯とポンティックの数の合計が 5 歯以下の場合 ❻
　　支台歯とポンティックの数の合計が 6 歯以上の場合 ❼

△

　　歯科技工士連携加算 1 ／歯科技工士連携加算 2
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄
歯技連 1-2 ○

暫間歯冠補綴装置（1 歯につき） ❽

所定欄

○

装 着　欠損補綴（1 装置につき）
　ブリッジ
　　支�台歯とポンティックの数の合計が 5 歯以下の場合 �
　　支台歯とポンティックの数の合計が 6 歯以上の場合 �

　　内面処理加算 1 ／内面処理加算 2
　　（接着ブリッジの装着時は装着料と加算を合算）　

歯冠修復及び欠損補綴
「その他」欄

　歯�科用合着・接着材料Ⅰ � 
　　レジン系（標準型／自動練和型）
　　グラスアイオノマー系（標準型／自動練和型）
　歯科用合着・接着材料Ⅱ �
　歯科用合着・接着材料Ⅲ �

所定欄仮着（ブリッジ）（1 装置につき） �
　支�台歯とポンティックの数の合計が 5 歯以下の場合
　支台歯とポンティックの数の合計が 6 歯以上の場合

咬合採得　ブリッジ
　支台歯とポンティックの数の合計が 5 歯以下の場合 ❾
　支台歯とポンティックの数の合計が 6 歯以上の場合 �

△

　　歯科技工士連携加算 1 ／歯科技工士連携加算 2
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄
歯技連 1-2 ○

ブリッジの試適 �
　支台歯とポンティックの数の合計が 5 歯以下の場合
　支台歯とポンティックの数の合計が 6 歯以上の場合

所定欄
金属歯冠修復（1 個につき）（材料料を含む）
　インレー（複雑なもの） �／ 3/4 冠（前歯）�
　／ 4/5 冠（小臼歯） �／全部金属冠（小臼歯および大臼歯） �

　歯科鋳造用 14 カラット金合金を用いた金属歯冠修復
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄
14K



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

接着冠（1 歯につき）（材料料を含む）
　前歯 �／臼歯 �

所定欄

レジン前装金属冠（1 歯につき）（材料料を含む）
　前歯（ブリッジ支台歯）／小臼歯 �

ポンティック（1 歯につき）（材料料を含む）
　鋳造ポンティック �
　　金銀パラジウム合金（大臼歯／小臼歯）
　　銀合金（大臼歯・小臼歯）
　レジン前装鋳造ポンティック �
　　金銀パラジウム合金（前歯／小臼歯／大臼歯）
　　銀合金（前歯／小臼歯／大臼歯）

△

高強度硬質レジンブリッジ（1 装置につき）（材料料を含む） � △

チタンブリッジ（1 装置につき）（材料料を含む） �
　　レジン前装加算 �

補綴隙（1 個につき）
歯冠修復及び欠損補綴

「その他」欄


